










































筆『新古今和歌集』 （以下、目白大学本と略称する）は写本二冊、装訂は列帖装、書写年代は室町中期頃写と思われる。大きさは、縦が二四・四糎、横一六・七糎。表紙は亀甲繋文地に菊唐草繋文様を織りだした、藍地金襴緞子表紙を付す。表紙裏のい ゆ 見返しに水墨山水画に金銀砂子泥雲霞引の、非常に豪華な装飾絵画料紙をあしらう。この絵の筆者は未詳であるが 江戸時代前期狩野派絵師によるものと思われ、二冊の各前後、つまり四面にわたって用 ら
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業として、ふさわしいものではない。くれぐれも心せよ。 （花押あり） 」というようになろう。この種の奥書として、この本の貴重さを訴え、みだりに他見を許さないよう言い置く文言は類型的であるとも言えるが、この奥書に登場するのは、室町時代前期に歌壇を主導した、飛鳥井家の人々で、 「左中将雅永朝臣」は飛鳥井（藤原）雅永、生没年未詳で、父は雅縁（法名宋雅） 。 「権中納言藤原朝臣」は飛鳥井雅世のことで、享徳元年（一四五二） 、六三歳で亡 なるが、奥書に見られると ろの永 三年（一四三一）当時には、四二歳である。雅永の兄にあたり、文学史および和歌史的には 二十一代集の掉尾を飾ることにな 『新続古今和歌集』の撰者として あまりにも有名な人物である。後半二行の奥書は、前半とは別内容で 誰が記したものか正確には不明という他ない 「為當家之遺流」という文言からは飛鳥井家に関わ 人物である事は確かであり もし仮に雅世以降の誰かが、後半二行 部分の記主であるならば、自らの父祖 あたる人物に対する、何らか 文言があって然 べき るが、それがないことを考えると これは、飛鳥井雅世が前半部分は時を隔てた段階で記した と推定す のが穏当か 思われ 。猶、後考 俟つ。
ちなみに飛鳥井家は、鎌倉時代初期、後鳥羽院の側近として活躍
し、この『新古今和歌集』の撰者の一人であり また蹴鞠の名手もあった、飛鳥井雅経を実質的 始祖 する和歌・蹴鞠の家 して、江戸時代、果ては現代にまで の一部を継承 家柄であるが、この奥書の文言を見る限り、この本は、必ずしも飛鳥井 伝来の秘
本、というような性格のものではないようだ。しかしながら、これまで他に全く知られ い奥書であるし、雅世と雅永兄弟の微妙な関係性も伺えて、中世室町時代前期の歌壇史を考える上でも、非常に興味深い。この目白大学本の資料的な意義は、この奥書を有する点に認められよう。また いわゆる文明新写本の中に、この奥書が見いだされないと とは、この 書写年代がそれを遡る、室町時代中期、それも応仁・文明の乱以前の書写である可能性 示唆しているとも思わ る。そう考 るならば、また文明新写本と同じかその後の書写であったとして 、保存状態に関して言うと、虫損などはほとんど見られず、この種の写本としては、類い希な美麗さを保っている。これもまた、目白大学本の価値─こちらは美術的な面も含めた─であるといえよう。
この本の付属資料としては、本体を保存してきた、桐箱と漆塗の
印籠箱がある。印籠箱 蓋表には金泥で「新こきんわか集 　　法性寺上人周興筆」と記されている。近世江戸時代 ある時点での後誂えであるが、非常に立派なもので、大切に伝来さ たことがわかる。
また、古筆鑑定家による鑑定書である、折紙と極札が附属してい
る。一般に言う所の「折り紙付き」 「極め付き」の逸品、という はこのようなものを指す。ここ も目白大学本の文化史的な面で 価値を見いだす事が出来よう。その「折り紙」 、以下 ようなもの 、本体の大きさは、縦一六・四糎 横四六・五糎、全紙の奉書を横に二つに細長く折った形で、折り目を下にして、文言が記されている。
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「 　新古今和歌集折帋










している。「 　新古今和歌集外題 　　　」 （包み紙・表書）「 　法勝寺周興律師
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て頂いたが、結論から言えば、愛知県立大学本は、目白大学本にある、飛鳥井家の奥書を持たないものの、両者はほぼ同一筆跡であり、さらには本文上も漢字・仮名の違 がわずかに見られる程度で、同一筆者によるものと判断してよいものと思 れる。同じ作品を同じ人物が二度も写す、ということは、前節で考察したように、尭孝の門弟として、幅広く、右筆的に多くの典籍を書写した、と考えられることの証左の一つであると える 興味深い現象であろう。〈校異〉 　・国立歴史民俗博物館蔵 　伝冷泉為相筆本を基に、　　　　
 目白大学蔵













































































































れは単に『新古今和歌集』 流伝のみの問題 関わらず、広く古典籍を書写・伝来していく動き・過程といったものの解明に関わってくるものであり、そのような観点からすると、目白大学 『新古今和歌集』は、看過しがたい問題を多数包含した存在として、伝本上の位置とその価値を主張することに る 思われ 。五、おわりに
目白大学図書館蔵・伝周興筆『新古今和歌集』の紹介を中心に、
伝称筆者「周興」とその書写活動の問題 および目白大学本の 『新古今和歌集』伝本上 れがもつ意義につ 考察を加えてきた。 「周興」の素性およびその活動 詳細につい は 当初 予想
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をはるかに超える量が見出された為、別稿を以てそれを明らかにすることにしたい。また三類本に属する系統の本文の総合的な検討も必要であるが、本稿に於いては問題の拡散を恐れ、そこまで及ばなかった。今後の課題とするとともに、さらな 伝本 発掘・考究に努めたい。【注】






（２） 　「 『新 今和歌集』の成立─家長本再考」 『文学』八─ 一、二〇〇七・一（３） 　後鳥羽院が最後に所持していた本文が、果たしてどのようなもの
であったのか、隠岐本の本文の性格などを考える上でも、重要な視点を提示する可能性がある。
Abstract
In this study I address a previously unstudied manuscript copy of the Shinkokin 
wakasyu, held by the library of Mejiro University. I consider issues related to the 
identification of the manuscript’s copyist, and address the question both of its place 
within the known textual lineage of the Shinkokinshū and its importance within that 
lineage. A bibliographic analysis suggests that this copy was made in the middle of the 
Muromachi Period. Special attention is given to the manuscript’s colophon, which does 
not appear in any other extant copy. After describing its content, I discuss the possible 
significance of this colophon. I next consider issues related to the attribution of this 
copy to a certain “Shūkō,” comparing the manuscript with other texts and textual 
fragments similarly attributed, and clarifying this person’s history and activity as a 
copyist. I follow this with a comparison of the Mejiro University manuscript with one 
held in the library of the Aichi Prefectural University that is also attributed to Shūkō, 
and discuss possible connections between the two texts. The study concludes with an 
analysis of the Mejiro University manuscript’s relationship to other extant variants of 
the Shinkokinshū, and its overall significance when viewed alongside them.
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